4月例会に関する講師選定理由

講師が必要な理由：背景を踏まえ、目的を達成するためには、テーマに関する経験と知識のある有識者（講師）を招く必要があります。

講師が二人である理由：様々な立場の参加者がより共感できるために、性別や年代のそれぞれ違った2人の講師が必要です。

（選定の基準）

・子供や青少年に関わる活動を行ってきた経験があり、問題解決のための糸口や価値観といったものを委員会と共有出来ている方

・講師自身が、地域で活躍する「尊敬できる大人」であり、参加者からのモデルになる方。
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講師　羽賀　友信（はが・とものぶ）　様
長岡市国際交流センター「地球広場」センター長。１９５０年新潟県長岡市出身。
８０年、一般公募により日本のカンボジア難民救援医療プロジェクトに主任調整員として参加。帰国後は長岡で空手を教える傍ら、エジプト、オーストラリアなどの大自然を通して、引きこもりや不登校の子どもの自立支援を行う私塾「自然塾」を主宰。
中東やアジアを中心に50カ国以上を旅し、国内外で長年にわたり国際交流・国際協力に携わる。
「パレスチナ・イスラエル日本学生合同会議」など、JICAと連携してさまざまな事業も実施している。２００１年より現職。０３年JICA 地球ひろば国際協力サポーターに就任。
長岡市教育委員。にいがたNGOネットワーク顧問。空手道新武会会長。
（選定理由）
羽賀氏は、ひきこもりや不登校の子どもの自立支援を行う私塾「自然塾」を主宰し、長岡市国際交流センターセンター長として、多くの子供と真剣に向き合ってきました。このように青少年育成に対する実績も豊富であり、「大人が変われば子供も変わる」という今回の例会のテーマに合致しており、長岡に在住し、教育委員も務めることから、長岡の地域の事情にも詳しく、地域の大人として「尊敬出来る大人」であることから、講師に選定しました。
[image: image4.emf]　講師　佐竹　直子　（さたけ　なおこ）　様
保育士として経験を積んだ後、青年海外協力隊保育士隊員として、フィリピン共和国中部ルソン島の火山の被災地へ赴任。乳幼児保育プログラム改定・生活環境改善・保育者養成事業などを中心に活動し、村落開発、健康環境教育、女性たちの就労支援も手がける。
帰国後、大学の研究室に席を置きつつ、フィリピン初の保育者養成校を建設し、人材育成にも力を注ぐ。
その後、結婚出産子育てをしながら、2000年長岡子育てライン「三尺玉ネット」を立ち上げ、行政や各団体･個人などと連携しながら、「子育てしやすい社会の実現」に向けて、子育てのネットワーク化を図る。
2004年の中越地震で、被災者でもありながら、子育て中の人々を対象に支援活動を行う。
2007年その経験をもとに、子育て世代を中心に多世代・多文化・多分野・多地域の交流を日常的にできる場所と機会の提供をすることによって「人との協力・関わり」を大切に、お互いがはぐくみ合える社会を目指す「多世代交流館になニーナ(2010年NPO法人化）」を仲間と共に立ち上げる。
【選定理由】
保育士や青年海外協力隊、そしてNPOの立場から多くの立場から子供や親と関わってきました。また自身も4人の子育てをしている母親であります。中越地震の際に「子育ての人たちだけでつながっていては、子育て環境は良くならないんだなぁ」と感じ、「多世代交流館になニーナ(2010年NPO法人化）」を立ち上げたことから、今回の例会のキーワードである「大人が変われば子どもも変わる」と体現している女性であり、長岡市の子育て団体の代表を務めているため、長岡市の親が実際に悩んでいることに対する理解が高いことから、講師に選定しました。
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　　講師　宮田治郎（みやたじろう）様
父親のための育児ノウハウ・母親のための育児ノウハウ・夫婦で考え協力する育児 子供との遊び方・野外保育のすすめ 長期旅行のすすめ・長距離徒歩旅行のすすめ 熟年離婚を招かないためのノウハウ 犯罪から子供を守る１１０の方法 ニートを救う方法 反原発・脱原発 などその他分野の講演を行なっています。
（候補選定理由）
父親としての視点、母親としての視点での育児について様々な講演会をされていますが、子育ての手法や様々な問題を抱えた子供に対する方法は講演お願いできるが、「尊敬できる大人」をテーマとしていますので断念しました。
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　　講師　親野智可等（おやのちから）様
本名　杉山桂一。公立小学校で23年間教師を務める。『ドラゴン桜　わが子の「東大合格力」を引き出す7つの親力』（2005年 講談社）、『「叱らない」しつけ』（2006年 PHP研究所）等を著し、ベネッセ教育情報サイトではコラムを執筆している。
2010年9月現在、朝日小学生新聞で親向けのまんが「そこが知りたい　親力のツボ」を隔週で連載中である。
（候補選定理由）
親の気持ちの持ち方、親子のコミュニケーションの取り方、遊びながら楽しみながら学力を付ける楽勉の方法、現役教師のみが知り得る子供を伸ばす秘密の裏技などなど「尊敬できる大人」を伝えるうえで適任者と思いましたが、講演活動は全国規模で開催されており地域特有の考え方や問題点を含めて考えると難しいと考え断念しました。
